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大学と震災ボランティアと今日的課題 

文教大学人間科学部 二宮雅也 



朝日新聞 3.17 26面 埼玉全県版 



読売新聞 6.27 33面 神奈川県版 



文教大学での取り組み 
• 大学法人（金銭的援助=他大学と同様） 

 
 
• 文教ボランティアズ（湘南キャンパス、ボラン

ティア活動） 
• 父母と教職員の会（被災学生へ金銭的援助） 
• 藍盾会（ボランティア活動へ金銭的補助） 
• 個人やサークルでの活動（多数） 

• BRO東日本学生復興支援本部 
           （越谷キャンパス、ボランティア活動） 
 



 
 
BRO東日本復興支援本部の活動 

チャリティタオル販売からのスタート 



 
BRO東日本復興支援本部の活動 

僕らの夏休みPROJECTへの参加 



朝日新聞 7.17 33面 首都4県、地域総合 



BRO東日本復興支援本部の活動 

フリーマケーットの開催 ８月２７日・２８日 

NHK 「こんにちはいっと６けん」 で紹介される 
 
[売上]今回のチャリティーフリーマーケットの売上54,090円は 
         全額福島県いわき市社会福祉協議会さんへ寄附 



 TEAM 南郷 南会津の自然で、 
           子どもとひと夏の思い出を 

  BRO東日本復興支援本部の活動 



BRO顧問（私）と大学広報M室とでかわされたメール 

• この企画は福島中央テレビから広報マーケティング室へ持ち込まれたもの 

• 福島県内でも、放射線量が高くて外で遊ぶこともできない浜通りや中通り地
方の小学生を、自然があふれる南会津町（旧南郷村）へ招待して、思いっき
り遊んでもらう福島中央テレビの地域貢献事業 

• 学生の費用負担はない 

• 福島中央テレビでは、この企画の様子を番組として編集して、放送 

• そのなかで、文教大学の学生の活動も紹介 

• ２本制作し、そのうち１本は文教大学にスポットをあてたものにする 

• 広報マーケティング室では、この対価として大学のスポットＣＭを数十本、
放送（広報マーケティング室が開設当初から業務の一部として実施してい
る地方テレビ局との番組タイアップ企画の一環） 



ボランティアする大学生の身体 

• 学校の名前を標榜し活動する姿（主に、活動の後に大学
公式HPなどで公開） 

• 統一のユニフォーム等によるメッセージの発進（サポート企
業や，大学名、地域名も一緒に） 

• 用意されたパッケージングプログラムへの参加（自分と組
織の正確な関わり方を不理解） 

• 活動の後に、履歴書等に記載 
• 表彰等の対象、支援金の授与 

 
 ボランティア活動の正当性から、国や地方自治体、民間企業、教育機関とさまざまな主
体が、ボランティアする身体を客体化し、その実績を標榜する。大学生は純粋な動機から
主体的に行動するも、さまざまな資本によって無意識的に客体化される場合もある。 



第一回大会（2007年） 86日１万人 
            ↓ 

第二回大会（2008年） 29日１万2千人 
            ↓ 
第三回大会（2009年） 38日１万3千人 
            ↓ 
第四回大会（2010年）  9日１万人 
            ↓ 
第五回大会（2011年）  2日１万人 
 

募集定員到達まで 

巨大マラソンとボランティア 
大阪マラソン2011  
神戸マラソン2011 
奈良マラソン2011 
京都マラソン2012 
名古屋ウィメンズマラソン2012  

ボランティアスポンサー 
            としてのマクドナルド 



「新しい公共」としてのボランティア 

誰かの手助けが欲しい人 
↓ 

「絆サポート券」（1枚500円で1時間） 
↓ 

登録サポーターが出動 
↓ 

サポーターが報酬として受け取る券は、 
地元商店で金券として利用可能 

（地域経済への波及、 
サポーターの精神的満足） 

「だだし、３年間。立ち上がりは助ける
が、担うのは市民。継続するには、やっ
てみて市民自身がその価値に気づくこ
とが大切だ。」 
（上田清司埼玉県知事、朝日新聞2011
年9月26日、15面） 



ボランティアと政策 

• ボランティア活動は、いかにそれが「自発的」に行われてようとも、
行政コストを減らし社会に適合的な「主体」を用意するという意味で
システム転換の要請に従っており、新たな管理体型を支えるもの  

• ネオリベラリズムとの共振 
 

1995年 阪神淡路大震災 

1998年 NPO法 

2000年以降 社会福祉基礎構造改革の具体化 

          （介護、障害者福祉、地域福祉、子育て、健康・・・） 

仁平典宏著 「ボランティア」の誕生と終焉 p318〜p319参照 



現代社会のボランティア 

• 社会の中で起こるさまざまな困難に対し、互助で助け合う仕
組みを、行政や民間が新しく構築する（「新しい公共」論を含
む） 

• そのシステム構築に公的な資金が準備金として支払われる
場合が多い（各種補助金、奨励金） 

• このシステム内においては、何らかの経済的価値（将来的な
ものも含む）を発生させるものを絡ませるものが多い 

         （就職の為、経費削減の為、合理化の為 
                                           →有償ボランティア→NPO） 

• 個人的な満足度（自己実現）を求めて行う場合が多い 
 （経済的自立者の活動、イベント系スポーツボランティアで顕
著） 
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